
「職場の問題は自分達で解決する！という当事者意識の醸成と問題の形成から解決までの手法を身につける

業績向上の職場の問題解決

「職場の問題は自分達で解決する！という当事者意識の醸成と問題の形成から解決までの手法を身につける

業績向上の職場の問題解決

１．このようなお客様にお勧めします！１．このようなお客様にお勧めします！

成果がでないなら
予算はカットする
と言われている

成果がでないなら
予算はカットする
と言われている

何か方法を変え、何か方法を変え、
研修成果を出し、活きた研修成果を出し、活きた
研修を実施したい研修を実施したい

毎年やっても
ナカナカ成果
がでない

毎年やっても
ナカナカ成果
がでない

繰り返し方法を
変えても成果が
見えない

繰り返し方法を
変えても成果が
見えない

昨年学んだこと
すら忘れている

昨年学んだこと
すら忘れている

内容に興味の
ない人はただ
参加しただけ

内容に興味の
ない人はただ
参加しただけ

毎年活きた研修
テーマの設定に
苦慮している

毎年活きた研修
テーマの設定に
苦慮している

研修の成果
は本人次第で
いいのか？

研修の成果
は本人次第で
いいのか？

研修コストを無駄なく使い、
能力開発と共に、業務改革・
業績向上・仕組み改革等へ、
直接的に活かして行きたい

研修コストを無駄なく使い、
能力開発と共に、業務改革・
業績向上・仕組み改革等へ、
直接的に活かして行きたい

参加するモチベ
ーションが低い

参加するモチベ
ーションが低い

研修で立てた実施計画
への指導支援がなく
ただ本人の意識次第

研修で立てた実施計画
への指導支援がなく
ただ本人の意識次第

こ　ん　な　お　悩　み　を　解　消　し　ま　す！こ　ん　な　お　悩　み　を　解　消　し　ま　す！



２．悩みを解消する、本研修の４つの特徴（ねらい）２．悩みを解消する、本研修の４つの特徴（ねらい）

④④成果約束型研修成果約束型研修③③モチベーション統合型研修モチベーション統合型研修

①研修テーマ発見型研修研修テーマ発見型研修

実践の改革テーマ実践の改革テーマ
で　成　果　出　しで　成　果　出　し

をを 狙狙 いい まま す。す。

改善改革の効果が
数値により明確に
出ます。

改善改革の効果が
数値により明確に
出ます。

職場単位の全員の声
を活かし全員が役割
行動に参画します。

職場単位の全員の声
を活かし全員が役割
行動に参画します。

上司部下合同実施と
全員共通する改革
テーマにより、共に動く
マインドを創造します。

上司部下合同実施と
全員共通する改革
テーマにより、共に動く
マインドを創造します。

次年度の研修計画の
活きた重要テーマ
を具体的に掴みます。

次年度の研修計画の
活きた重要テーマ
を具体的に掴みます。

個人の能力開発を促進
するには、市場の競争に
勝つための個人を取り
巻くルールや仕組みの
改革･整備が不可欠と
なってきています。

個人の能力開発を促進
するには、市場の競争に
勝つための個人を取り
巻くルールや仕組みの
改革･整備が不可欠と
なってきています。

②②職場全員参画型職場全員参画型
問題解決問題解決研修研修

背　景 研修のテーマ発見だ
けでなく、まさに一石
四鳥の目的が同時
に達成できます！



３．本研修の全体構成３．本研修の全体構成

事前 本　研　修　（２日間） フォロー研修（１日）
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４．研修プログラム全体概要４．研修プログラム全体概要

本研修 （１日目）　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　オリエンテーション

・目的、進め方の説明

・持参テーマの解析

・問題の分類整理

・問題を関連づけ

重要問題を選ぶ

・重要問題の背景を探る

・重点課題を選び、

　改善の具体的な

　考動計画を作成する

・改善考動計画の発表

　★講師添削

・考動計画の修正

９：００

１２：００
１３：００

１７：３０

第１ステップ

第２ステップ

第３ステップ

第４ステップ

第５ステップ

第６ステップ

第７ステップ

第８ステップ ・各部門への

　要望をまとめる

・要望の交換
・部門間協議

・要望事項の実行
　プランの作成

・要望事項の実行
　計画の発表
　（約束表明）

第９ステップ

第10ステップ

第11ステップ

・月次チェック方法の説明

・月次報告書、実態調査の説明

まとめ

１．「改善考動計画書」を

　　振り返る

　　　・個人で振り返る

　　　・部門全員で振り返る

　　　・成果発表書の作成

２．成果発表ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

　　　　　　

３．他部門への「約束表明書」

　　の実施事項を振り返る

　　　 ・個人で振り返る

　　　 ・部門全員で振り返る

　　　 ・発表

４．主体的考動を継続する

　　●実習：組織活性の

　　　　　　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ

５．まとめ

本研修 （２日目） 　フォロー研修（１日）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

時間

昼　　　食 昼　　　食 昼　　　食

備考：状況によっては、内容・進め方を変更する場合があります。



５．成果を高める展開方法５．成果を高める展開方法

ニーズのある部門で実施するニーズのある部門で実施する

特定部門（業績低迷部門等）で実施する特定部門（業績低迷部門等）で実施する

営業部門（支店・営業所）で実施する営業部門（支店・営業所）で実施する

全社又は支店・部門の
職場改革運動として実施する

全社又は支店・部門の
職場改革運動として実施する

解決考動計画に必要な知識・スキルは
実施期間中に研修を実施する

解決考動計画に必要な知識・スキルは
実施期間中に研修を実施する

　　　　　

・営業部と業務部全員合同

　（最も関係の深い部門間）

・営業部門全員

　（部長、課長、一般職）

・支店全員

　（各部の管理職、一般職）

役員・支店長・部長が統括推進役
事務局設置、月次中間チェック
成果発表会の実施（フォロー研修時）

実施形態

結果数値に効果を発します

その他：改革テーマはグループ毎の選定が基本、部門・支店統一テーマも可。１グループ６名前後、４～５グループにて実施


